


窓口呼出システム機能要件別紙１


1 機器構成
以下の機器構成を満たすこと。なお、本書に記載した台数は確定ではなく、今後の検討により増減する可能性があります。また、導入するシステムの機器構成によっては、種類が変更となる可能性があります。
(1) 発券用端末（タッチパネル式キオスク端末）：４台
(2) 発券プリンター：４台
サーマル（感熱式）印字方式であること。
(3) 呼出表示用大型モニター（天吊り式）：７台
モニターサイズ４３インチ以上の薄型とする。
(4) 呼出表示用大型モニター（可動式）：１台
モニターサイズ４３インチ以上の薄型とする。
キャスター等により設置場所の移動が容易であること。
(5) 受付窓口用ミニモニター：２６台
１５～２５インチ程度のサイズであり、各カウンターに設置可能なこと。また地面から目線程度（地面から見て1600mm）の高さにモニター画面が設置されるように、必要となるモニターアーム等の機器を用意すること。
(6) 呼び出し用端末：２６台
７～１５インチ程度のモニターサイズであること。
(7) フロアマネージャ用端末：５台
持ち運び可能なサイズであること。
（8） 　バーコードリーダー：２台
（９）　その他機器
上記機器構成及び、下記機能要件を満たすのに必要となる、制御用PC、コード、通信機材等についても必要数用意すること。

1 設置場所
神奈川県藤沢市朝日町１番地の１　藤沢市役所本庁舎１Ｆ

2 機能要件
(1) 発券機能
1 発券ボタンに業務毎のボタンを表示できること。
2 業務毎のボタンは階層分けが行えること。
3 階層分けは３階層以上分けることが可能であり、各階層業務ボタンが１０個以上作成可能なこと。
4 業務毎にボタンに応じた番号札の発券が可能であり、業務毎の番号付番の範囲が指定可能なこと。
5 番号札には業務内容、受付番号、発券日時、任意のメッセージ、交付呼出用のバーコード、待ち状況確認用のQRコード等が印字できること。
6 番号札に記載される番号は英字＋３桁数字または４桁の数字のいずれかの印字が可能なこと。
7 番号札は２枚一組での印刷が設定可能なこと。
8 発券枚数に制限が無いこと。
9 発券時に内部モニター等に発券されたことが分かるアラート音の設定が可能なこと。また、アラート音を業務毎に変更し、発券された番号札の業務が何か音声で識別可能なこと。
10 発券用端末及び発券プリンターについては必要に応じて移設可能なこと。
11 発券画面上の文字サイズ、文言、色等のデザインがユーザー側でも一定変更可能であること。
12 日本語以外の言語の設定が可能であり、2言語以上の外国語への切替が行えること。
13 特定の業務ボタンを一時的に非表示にする設定が行えること。
14 発券時に待ち人数に応じて当日の後の時間を指定し再来庁の予約が可能なこと。
(2) 呼出機能
1 呼出用の機器についてはタッチ操作が可能な機器であること。
2 指定した番号を任意の窓口を指定して呼び出しが行えること。
3 呼出を行った際に受付番号と窓口番号の音声出力が行われ、市民側にも呼び出されたことが分かること、
4 各窓口に設置したミニモニターに呼出した番号が表示可能なこと。
5 ミニモニターからも呼出音声の出力が可能なこと。
6 呼出した対象が窓口に来ない場合保留状態に変更可能なこと。
7 番号札の状況としては呼出待ち、保留、呼出中、対応中、不在、対応完了、キャンセル等のステータスに任意で変更可能なこと。
8 呼出完了としたものを呼出待ち等に変更し再呼出しが可能なこと。
9 呼出番号の検索が可能なこと。
10 番号札に紐づいた業務を他業務に変更（転送）可能なこと。
11 転送を行う場合の待ちの順番を任意の場所に設定可能なこと。
12 呼出画面上の表示を任意の業務のみに絞り込むことが可能なこと。また絞り込みは複数の業務をまとめて絞り込むことが可能なこと。
13 番号札に印字したバーコードを読み取ることで予め指定した窓口に呼び出しが行えること。
14 日本語以外の言語の設定が可能であり、2言語以上の外国語への呼出音声の切替が行えること。
15 配慮等が必要な方が発券した場合、メモまたはラベル（フラグ）等を付記することが可能なこと。
(3) モニター表示機能
1 業務毎の待ち人数、現在の待ち時間等が表示できること。
2 業務を一定のグループに括り、待ち人数、待ち時間の表示ができること。
3 呼出時にモニター上に窓口番号、受付番号を表示し、音声を出力可能なこと。
4 １画面に表示する業務数等の変更の設定が一定行えること
5 呼出を表示するモニターの制御が可能なこと。
6 不在番号の一覧を表示可能なこと。
7 音声出力はモニター毎に可能なこと。
8 待ち人数、待ち時間、不在番号等については表示のON/OFFの設定が可能なこと。
9 待ち件数や保留件数に応じて表示画面上の番号の表示サイズが一定自動で変更されること。
(4) フロアマネージャ用端末機能
1 持ち運びが容易であり、手持ちが可能なこと
2 番号札の状況を呼出機と同じく変更可能なこと。
3 不在から呼出待ちに戻す場合、待ち順番の指定が一定可能なこと
4 番号札の発券時間確認可能なこと。一定時間呼出されていない番号札を強調表示等によりアラートが可能なこと。
5 予約状況等の確認が一定可能なこと。
6 配慮等が必要な方が発券した場合、メモまたはラベル（フラグ）等を付記することが可能なこと。
7 他システムで取得した当日の予約情報を入力し、チェックインに連動できること。
(5) 統計機能
1 発券データ等についてはクラウド等に保存し、一定期間データの確認とCSV形式等による出力が可能なこと。データの保存期間は１年以上であること。
2 月単位、週単位、日単位、曜日単位等の区分けで発券数、待ち時間、対応時間等の集計が可能なこと。
3 業務毎の集計が可能なこと。
4 窓口毎の集計が可能なこと。
(6) ウェブ機能
1 番号札に印字した、QRコードにより、自身の現在の待ち状況、呼び出し状況、待ち人数等が確認できること、
2 WEB上で待ち人数や待ち時間などの現在の混雑状況の確認が行えること。
3 Webサイト上から業務時間を指定して予約を行えること。
4 予約を行える業務を絞り込むことが可能なこと。
5 予約者の番号札は通常の番号札と番号形態を変更可能なこと。
6 予約枠の時間帯を自由に変更でき、対象時間帯に業務毎に何人まで予約可能かの指定が行えること。
7 予約枠の変更等の設定は職員側でも実施可能なこと。
8 予約入力も職員側で設定可能なこと。
9 予約者は来庁しチェックインをした場合に待ち順番を優先することができること。
10 当日の再来庁の時間予約と、WEB上の予約の枠を共存させることができること。
11 事前予約データに基づく受付処理において、予約時刻より早期に来庁した場合、受付時間外である旨のメッセージを画面上に表示し、受付（発券）を制限する機能を備えること。
なお、制限の対象とする時間間隔（例：予約時刻の〇〇分前以前は受付不可等）は、システム管理画面等から任意に設定・変更できること。
(7) その他
1 電子機器についてはネットワークへの接続の如何に関わらず、一定のセキュリティ対策を講じること。
2 システムの機能等を説明した仕様書または操作手引書等があること。
3 ネットワーク障害等発生の際にスタンドアロンでも番号発券呼出等の機能が一定使用できること。

3 運用保守
(1) 平日８時３０分から17時１5分の時間でのシステムトラブル発生時の保守連絡先を用意し対応が行えること。
(2) 故障等が認められる場合、速やかに現地または遠隔にて保守対応が行えること。
(3) 設定等の変更作業についての質問、操作確認先の連絡先を用意し対応が行えること。

以　上
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